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これからの看護教育
コンセプトベースド・アプローチ
アメリカにおける基礎教育改革─コンセプトベースド・カ
リキュラム　　岩間恵子

「概念基盤」アプローチの活用と学習内容：“Less is more!”
津波古澄子・Jean Foret Giddens・宮武綾音
現行看護基礎教育での「概念基盤」アプローチの活用　　 
津波古澄子・宮武綾音

コンセプトにもとづいた事例作成の狙いと意図　　奥裕美
コンセプトにもとづいた授業の狙いと意図　　三浦友理子

【焦点】
看護教育にこそ有効なプレ FD 
［対談］教員としてのアイデンティティ確立とプレ FD　　奥山葉子・
大串晃弘

【連載】
看護に恋した哲学者と読む　ベナーがわかる！腑に落ちる !・8　　 
榊原哲也

ティーチング・ポートフォリオ作成講座・9　　栗田佳代子・吉田塁
Nと Eと LGBTQ・9　　藤井ひろみ
つくって発見！　美術解剖学の魅力・12　　阿久津裕彦

●『家族は「よいもの」とは限らない』。本
特集で沼崎先生が書かれたこの一言が，
家族のダイバーシティを考える際，実は
もっとも考慮すべきことではないかと思
います。“標準”家族が絶対だという人は，
戦前回帰主義者以外には，今はそういな
いでしょう。が，そんな，家族のダイバー
シティに理解のある人でも，「家族はよ
いもの」という思い込みからは抜け出せ
ていないかもしれません。●臨床時代，
長期入院の高齢者を見舞わない家族を，
ただ「冷たい」と思ったことはありません
か。その患者が家族に見舞われるのにふ
さわしいかどうかは，かなり深い部分の
情報収集が必要になります。さらに言え
ば，かいがいしく面倒をみている家族の
心の内も，実際にはわかりません。ダイ
バーシティというのは，自分の想像以上
に幅広いことを頭に入れて，教育に当
たっていただきたいと思います。  
 ……大野
●連載がネタになった「どもる体」おかげ
様で大変好評です。あるドクターはこの
書籍を，何か正解となるモデル，枠があっ
て，そこからのズレを考えるのではない
ところに，斬新さを読み解かれていまし
た。●今回の特集テーマである「家族」も，
正解からは考えられないテーマでしょ
う。たとえば，今年パルムドールを受賞
し話題になった是枝監督の「万引き家族」
は，貧困のなか，ともすれば一見温かな
家庭を描いていましたが，ほぼ全員，血
縁関係にはないことが次第に明らかに
なっていきます。保健師さんや訪問看護
師さんならば，近い境遇の「家庭」もご存
知かもしれませんが，映像教材としても
活用できるのでは，と思います。
 ……番匠
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統合実習は 
“統合 ”されているか？

発達障害の特性がみられる 
学生への理解と支援

2009年のカリキュラム改正で取り入れられた「統合分野」。
文字どおり専門を“統合”することを目的として設けられま
した。統合実習は，その“統合”の総括として位置づけられ
ていると思われます。
実習は，それまで座学や演習で学んできたことを，実際の
現場で体験・実施するもの。統合実習では，それら領域別
実習の体験を統合することが求められています。実際ここ
で行われている「夜間実習」や「複数受け持ち実習」は，学び
を“統合”しなくてはできないという前提で行われれている
と思われますが，果たしてそれは，本当に実習を“統合”し
たものになっているでしょうか。
本特集は，以前に比べ学生が実際に行える範囲が狭くなる
傾向にある実習を“統合”するとはどういうことかをあらた
めて考え直し，その工夫例を紹介することにより，充実し
た統合実習の実践につなげていただきたいと願って組まれ
ました。
ゼネラリストである看護師には，さまざまな“統合”力が期
待されます。統合実習を効果的に活用し，その力を育んで
いただきたいと思います。

■「統合実習」の内容と発展を振り返る …… 
……………………………………大島弓子
■統合実習で何を“統合”するか─探究を
とおして学生が学びを統合するというこ
と…………………………………水戸優子
■学生チームによる看護実践が導く統合 
……………………………………宮芝智子
■継続する看護をリアルに学ぶ「夜間実習」
で実習を統合する………………平塚厚子
■専門学校で行う，臨床現場でチームとし
て学ぶ統合実習…………………渥美美保

【2018年 8月号（Vol.59 No.8）】

実習指導　虎の巻
【2018年 7月号（Vol.59 No.7）】

主体性を育む「問いづくり」
【2018年 6月号（Vol.59 No.6）】

身体拘束から考える
基礎教育と臨床の関係

【2018年 5月号（Vol.59 No.5）】

授業にゲームを
【2018年 4月号（Vol.59 No.4）】

問題解決志向に疲れたら……
【2018年 3月号（Vol.59 No.3）】

私たちのストレスケア

高等教育の現場で障害のある学生はこの 10年でほぼ 6倍
に増加し，なかでも精神障害，発達障害を抱える学生が増
加傾向にあります。大学の場合，文部科学省から「個人に必
要とされる合理的配慮が提供されること」が義務付けられ
ていますが，教育界全体をみても，支援体制は構築の途上
にあります。
特に発達障害，精神障害などの定義が変わりやすく，また
グレーゾーンも多く含まれる障害の場合，診断書をもって
いないケースもあるため，多くの看護教員が対応に疲労感，
困難感を覚えています。もしかすると，こうした困難感は，
看護教員が看護と教育のプロである，だから自分たちです
べて対応しなければいけないという認識も一因なのかもし
れません。
本来，障害を抱える学生の支援においては，教員 1人がそ
のすべての責務を担うことはあまりに大変です。また，看
護師の資格を得れば終わりではなく，キャリア形成の目線
も欠かせません。そして何より，学生本人が不在の支援と
いう問題が多くあります。
本特集では，発達障害支援の専門家もまじえた連携や当事
者の声もふくめ，看護基礎教育における発達障害当事者支
援のあり方について考えます。

■【インタビュー】支援の誤解とポイント─発
達障害支援の第一人者 …高橋知音先生に聞く

■「対応が難しい学習者」は，誰が，何に，困っ
ているのか ………………………川上ちひろ

■当事者からの言葉─ ADHD，ASDの診
断を受けた看護学生の悩み ……………透子
「特性」をもつ看護師として学び，働き，みえ
てきたこと ……………………… 中島裕子
まとめサイト管理人が語るライフハックと支
援 ………………… 凹凸ちゃんねる管理人

■看護教員が発達障害について学ぶ意義─書
籍『大人の発達障害ってそういうことだった
のか』から得られる知見 ……………西田千夏

■本人自身が困り事を発信できる支援に向けて
─当事者を家族にもつ看護教員の視点 …  
 ………………………………………中尾幹子

■【座談会】就職後も見すえた，発達障害の学生
のキャリア支援とは …………川上ちひろ／

相馬良子（仮名）／松野友美／堀田亮
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